
                                                                            

 

国や県では、休日の部活動を段階的に地域へ展開する方向性を示しており、小郡市にお
いても、子どもたち一人一人のニーズに応じてスポーツ・文化芸術活動に持続的・継続的
に親しめる環境を整えるため、これからの部活動の在り方を検討しています。 

 

 

平成26年度から平成30年度にかけ大幅に減
少した後は、しばらく横ばい状況でした。しか
し、令和１０年度をピークに再び減少傾向になる
ことが予測されます。 
現在、すでに人数が足りず単独校では存続でき

ない部活動があります。今後の生徒数減少にとも
ない、そのような部活動が更に増えていくと思わ
れます。 

 

 

【部活動地域移行の必要性】       【部活動が地域移行された場合の参加希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒は、半数以上が「どちらともいえない」。 ８割以上が、地域移行は必要だと感じている。 

～子どもたちに持続可能で豊かなスポーツ・文化芸術活動を保障するための環境づくり～ 

《目標》①「生徒一人一人の希望に応える充実した活動の保障」 
②「指導者の希望を生かした指導体制づくり」 

小郡市内の中学生の減少 

多くの教職員は、生徒数の減少による部活存続
の危機感や授業づくりに時間を取りたい等の教職
員個々の状況に対応するために地域移行は必要だ
と考えている。今後、部活動の教育的意義を確認
し、持続可能な体制をつくる必要がある。 

生徒は、「勝敗にこだわらず友達と楽しく活動したい」（エンジョイ志向）という生徒と
「大会で良い成績を収めたい」（競技志向）という生徒が混在している。保護者は、「自主
性・協調性を身につける」「競技力・体力向上」「生徒間の交流」「勝敗にこだわらず友達と
楽しくできる環境」等を願っている。 

教職員・生徒・保護者へのアンケート 回答率：教職員 88.2％、生徒 77.4％、保護者 60.8％ 
【実施期間 令和 5年 9月 13 日～29 日】 

生徒は、大きく３つの層に分かれている。
まだ地域移行に具体的なイメージがもてず、
戸惑いがあると考えられる。今後、地域移行
への理解が深まれば参加したいという生徒も
増えると思われる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・県の動向や小郡市の現状と課題を整理し、持続可能で豊かなスポーツ・文化芸術環境を再構築

するために、以下のような内容に取り組みます。 

○令和７年度～８年度…「新しい合同部活動（休日拠点校方式）」を推進します。 

※（休日拠点校方式）とは、部活動の種類ごとに核となる学校を活動場所として定める仕組みのことです。（１～３カ所の学校） 

○令和９年度…すべての休日の部活動を「地域クラブ活動」へ移行します。 

「新しい合同部活動（休日拠点校方式）」から「地域クラブ」へ 

「地域クラブ」になると、「管理体制」と「指導者の立場」が変わります。＊上部赤囲 
「活動体制」と「指導体制」は基本的に変わりません。＊下部青囲 

【問い合わせ先】 小郡市教育委員会 学校教育課  ℡：0942-73-9128 


